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研究成果の概要（和文）：本研究では、先商文化とされる下七垣文化の社会構造を明らかにし、殷文化がいかな
る社会構造を背景に夏王朝とされる二里頭文化と交替したのか解明する。下七垣文化に属する劉荘遺跡を分析し
た結果、副葬土器点数・葬具・構造は墓の規模と相関し、集団内に階層差が存在したことを指摘した。ただし突
出した地位の不在や階層表示システムの未整備より、階層化社会の萌芽段階と捉えた。その後、酒器による階層
表示など、二里頭文化の影響を受容しながら殷文化の葬制が形成されていく。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the social structure of Xiaqiyuan 
culture(Xianshang culture) in order to elucidate the process of changing from Erlitou culture to 
Shang culture.
The analysis results of Liuzhuang site suggest that There is an strong correlation between grave 
scale, burial pottery, coffin and structure. Therefore, it means that there was social hierarchy in 
the Liuzhuang group. However, because of the non-existence of high hierarchy and the undeveloped 
hierarchical system, the author also identifies Xiaqiyuan culture is still in the early stage of 
hierarchical society. In the prosecce of changing from Xiaqiyuan culture to Erligang culture, Shang 
culture was strongly affected by Erlitou culture, and formed Shang burial system gradually.

研究分野： 中国考古学
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１．研究開始当初の背景 
現在の中国考古学界では、いわゆる古典籍

上の夏王朝に比定される二里頭文化の成立
をもって初期国家の萌芽とされる。そして、
この初期国家たる二里頭文化がいかなる過
程を経て成立したのかという問題は、長らく
議論されてきた。その結果、現在では二里頭
文化の成立過程やその社会構造について、一
定の研究の蓄積がみられるようになった。 
 一方、二里頭文化に後続する時期には、殷
王朝に比定される考古学文化の前半期とさ
れる二里岡文化、さらに後半期とされる殷墟
文化が成立する。これらの殷文化は二里頭文
化を凌駕する大規模な城壁や高度に発達し
た青銅器、巨大な墓や重層的な遺跡間関係な
ど、確実に社会の複雑化が進展し、本格的な
初期国家へ踏み出したとされている。そして、
その社会構造についても、殷墟文化を中心に
考古学や甲骨文から多くの研究が蓄積され
てきた。このように中国新石器時代から二里
頭文化、そして殷文化へと次第に社会が複雑
化し、初期国家へと至る大まかな流れはゆる
ぎない事実と認識されている。 
 しかし、二里頭文化と殷文化の関係につい
て、これまで議論されてこなかった重要な問
題が残されている。つまり殷文化が二里頭文
化と交替する際の社会構造である。夏王朝と
殷王朝の関係について、単線的に前者から後
者へと交替したのではなく、夏王朝と併存し
て殷王朝の前身である先商文化、つまり考古
学文化としての下七垣文化が存在したこと
は鄒衡などが論じている〔鄒衡 1980〕。そし
てこの下七垣文化が夏王朝たる二里頭文化
を滅ぼして殷王朝へ交替したと考えるのが
一般となっている。そうならば二里頭文化を
滅ぼすに至る下七垣文化の集団的・物質的な
力を担保する成熟した社会構造が存在した
はずである。しかしこれまでは資料の制約も
あり、下七垣文化の社会構造について考古学
的な研究は全く行われなかったのである。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、上記の背景を鑑み、下七垣文化
の社会構造を明らかにすることで、殷文化が
いかなる社会構造を背景に二里頭文化と交
替したのかを明らかにし、さらに新石器時代
から殷文化に至る社会構造の発展段階を描
出することを目的とする（図１）。 
 この目的を達成するために対象とする遺
跡は、2012 年に発掘報告書が刊行された、
河南省鶴壁市に所在する劉荘遺跡とする。劉
荘遺跡では墓地全体を発掘しており、338 基
の下七垣文化の墓が調査され、土器や人骨が
多く出土している〔河南省文物局 2012〕。墓
は生前の社会的な地位や役割が反映されや

すく、考古学から社会構造に迫る格好の資料
である。また二里頭文化や殷文化の社会構造
も墓から分析した研究が多く、それらと対比
できるという点でも優れた資料である。 
 
３．研究の方法 
 まず、先学の研究を検討することで下七垣
文化の年代観を整理する。その上で、劉荘遺
跡出土の土器編年を構築し、墓地の時間的変
遷を明らかにする。そしてその時間軸に沿っ
て、墓の規模や構造、副葬品から読み取れる
階層性及び墓の分布から読み取れる集団が
いかに変化したのかを明らかにする。これに
より劉荘遺跡の墓地がどのような集団から
構成され、さらにそれぞれの集団における階
層性の具体的様相を把握できる。また集団間
における墓の属性や出土遺物の比較を通し、
集団レベルにおける階層差の有無について
も明らかにできる。さらに劉荘遺跡の墓は切
り合いや重複関係が極めて少なく、整然と列
をなして墓地を構成する。この列の並びと列
内における被葬者の性差や墓の規模別分布
より、列内や列間の墓の関係をある程度想定
する。 
次に、当初の計画では出土人骨の歯冠計測

を行うことで、上記した考古学的な分析から
想定した墓の関係をより具体的な親族構造
の問題に置き換える予定であった。しかし、
本研究開始後における現地状況の変化によ
り、集団構造の分析について考古学を主とし
たアプローチに変更した。具体的には被葬者
の年齢や性別と大型墓の分布をはじめとす
る階層性を示す情報を重ね合わせる。この方
法については、不測の事態に備えて申請段階
から準備しておいた方法である。これらの分
析を通して集団構造を解明し、さらに考古学
的分析から明らかにした階層構造とあわせ
て考察することで、劉荘遺跡から下七垣文化
の社会構造を復元する。 
最終的には、以上から得た結果を新石器時

代から二里頭文化の社会構造に関する先学
の研究と照らし合わせ、中国の社会構造の変
遷および二里頭文化に対する下七垣文化の
社会構造の相対的な位置付けを明らかにす
る。 
 
４．研究成果 
 まず、これまでの研究史を整理することで、
下七垣文化の年代観を検討した。その結果、
下七垣文化の上限および下限年代における
見解の不一致という、極めて大きな問題が存
在することが明らかとなった。その最大の要
因は、放射性炭素年代測定法による絶対年代
の不足にあると考える。現状において、絶対
年代が公表された遺跡は葛家荘遺跡の１点
のみであり、年代を確定するにはあまりにも
不十分である。 
下七垣文化の絶対年代、特に下限について

は極めて重要な問題に関わる。夏王朝から殷
王朝への交替、つまり二里頭文化から二里岡
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図１ 本研究の概要 



文化への移行に際して、いつから下七垣文化
が二里頭文化と関係を持ち始めたのかを明
らかにする際、その基礎作業として両文化の
併行関係を明らかにしなければならない。そ
の併行関係を明らかにする際の重要な根拠
が絶対年代なのである。報告者はこの問題を
検討するため、下七垣文化の中期から後期に
相当すると考える安陽鄣鄧遺跡において、後
期段階の器形を呈する鬲の付着炭化物のサ
ンプリングを行った。年代データはまだ出て
きていないが、絶対年代が明らかになり次第、
本研究の中に組み込む予定である。現状にお
ける考古学的分析を通した報告者の見解と
しては、下七垣文化の下限は二里頭文化の下
限と大きく離れないと考えており、この年代
観のもとで研究を進めた。 
 次に行ったのは、土器分析による劉荘遺跡
の時期区分である。墓に副葬される鬲・豆・
盆を分析対象とし、その型式組列を組むこと
で墓の年代を明らかにした。そして、墓の切
り合い関係を加味し、劉荘遺跡が３時期に渡
って形成されたことを明らかにした。さらに、
それぞれ東西に分かれて墓地が拡大するこ
とから、２つの集団から構成されていると考
えた（図２）。 
 次に、これら２集団内における階層構造に
ついて検討を行った。墓の規模が投下した労
働量と比例し、社会階層を反映するという前
提のもと、規模と副葬土器点数・葬具・構造・
非日常的副葬品の相関関係を確認すること
で、階層化の有無やその質について分析を行
った。その結果、副葬土器点数・葬具・構造
については墓の規模と明確な相関関係があ
ることが確認でき、集団内には階層差が存在
したことを明らかにした。 
さらに詳しくみると、第２期以降に副葬土

器点数やその組成も整ってきており、階層格
差が拡大・整備される傾向を見て取ることが
できる。特に副葬土器組成については、鬲を
中心として豆・盆がそれに加えられる形で副
葬されるようになる。この鬲・豆・盆の煮沸・
供膳器の副葬は、後続する殷文化前半の二里
岡文化で一般化する墓制である。つまり、劉
荘遺跡第２期を前後する時期から、殷文化で
普遍化する墓制の一要素が形成され始めた
可能性が高い。土器の副葬以外にも、南北軸

をとる墓の埋葬方向についても、当該時期か
ら開始されており、これものちの二里岡文化
へとつながる可能性が高い。 
このように、第２期を画期として、次第に

殷文化の要素が出現し、また階層構造も整っ
てきたものと考えられる。しかし、二里岡文
化などと異なる点として、酒器をはじめとす
る非日常的副葬品が大型墓から出土しない
状況がある。酒器とされる爵や鬹などと墓の
規模が相関しないのである。同時期の周辺を
みると、二里頭文化はこれら酒器に階層表示
機能を付加し、階層上位墓にのみ副葬する葬
制を採用してる。また、後続の二里岡文化に
ついても同様の傾向を抽出できる。つまり、
酒器の階層上位墓への副葬という習慣は、下
七垣文化が二里岡文化へと移行する際に、二
里頭文化から受容した要素であったとみな
すことができる。逆に考えると、下七垣文化
段階では特定の遺物に階層表示機能を与え
るのではなく、あくまでも副葬品の「量」や
「組成」で階層差を示したと考えた。 
さらに１点付け加えておきたいのは、劉荘

遺跡における階層上位墓には、男女の性差が
ない点である。これは新石器時代以降、次第
に父系の階層社会へと向かうとされる既存
の研究に、疑問を投げかけざるを得ない結果
となった。 
 次に、集団構造についてであるが、既述の
ように劉荘遺跡は２集団から構成されるこ
とが分かる。この集団間の格差をみると、明
らかに東区の集団に階層上位を示す要素が
集中しており、東区集団が集落の主導的な地
位にあったと想定した。階層上位墓の分布状
況をみても、東西の出自を同じくする集団内
の家族あるいは世代単位で分散し、このよう
な階層上位者を常に輩出した東区がより優
位な社会であったと考えた。ただし、突出し
た地位の不在や階層表示システムの未整備
からは成熟した階層化社会を把握できず、あ
くまでもその萌芽段階に位置付けられると
考えた。 
 さらに下七垣文化に属する孟荘遺跡や南
城遺跡の分析から、劉荘遺跡の社会構造が下
七垣文化全体の社会構造を反映する可能性
を指摘した。その後、すでに指摘したように、
このような下七垣文化の社会構造は、階層表
示という点でより先進的な同時代の二里頭
文化から、酒器を中心とする非日常的副葬品
の意味や青銅器の製作技術とその価値を主
体的に受容し、在地で培った鬲を中心とする
副葬習慣に新たな要素を付加していく。そし
て、その結果として後続する二里岡期以降に
おける殷文化の葬制が成立していくのであ
る。 
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